
プログラム名 森のうんどう会 

対象年齢 年中・年長（４～６歳） 

メッセージ 遊びを通じて自然を体感しよう 

ね

ら

い 
発見・体験 

できること 

・地面や木の感触 

・葉っぱや枝を踏んだ時の足の感触・音 

参加者のめやす 幼児   ５０ 人   /   支援者   ６ 人 

実施時間   ３０ 分 

  
 

 

フィールド 

 
森・社寺林 

公園 
山・里 川 湖・池 

田畑・ 

野原 

園庭・ 

公園 
  

実施可能時期 

    

    

自然を感じる 

ためのヒント 

        

時 間 活 動 ●配慮・アドバイス ◎アレンジ 

準備 

 

 

 

 

     ５分 

 

 

 

 

    １０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①導入 

・目で見たり、音を聞いたりし

て足元に葉っぱや木の実、枝

があることに気づく 

 

②葉っぱの玉入れ 

・５グループに分かれて、みん

なで２回行う 

●事前に５グループに分けておきましょう。 

（４，５歳児合同） 

・森の中までグループで歩いて行きます。 

●目的地に行く道中で、山の中にいる動物などを意識で

きるように話しておくと良いでしょう。 

●園庭と森の違いなどについて話し合うようにしまし

ょう。 

 

 

 

●前もって地面にロープで円をつくり、真ん中に玉入れ

用の箱をおいて準備しておきましょう。 

●各グループ一人ずつ補助に付いて援助しましょう。 

 

●結果は虫あみに入れて葉っぱの量を見せましょう。 

 

●２度目のロープの円はそのままで、真ん中の箱を小さ

くするなど工夫しましょう。 

◎簡単に玉が箱に入って終了する場合は、支援者が箱を

頭の上に乗せて高くするのも良いでしょう。 

 

●玉入れの後、子どもたちが投げ入れた自然物は、土に

なることなどを気づけるように話をしましょう。 
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時 間 活 動 ●配慮・アドバイス ◎アレンジ 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

③なりきりゲーム 

・２～３チームに分かれる 

・支援者のかけ声で動物などに 

なりきって変身する 

 

▼イノシシ→木に抱きついて木に

なりきる

 

 

 

▼雨→カエルになって地面をジャ

ンプする 

 

 

 

▼クマ→葉っぱを頭に置いて地面 

になりきる 

 

 

 

④まとめ 

いつもの生活の場と足の感触

などが違うことに気づく 

 

●なりきりゲームに向けて、森にいる動物の話をしま

しょう。 

 

●見本を支援者たちで見せましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

●走りにくかった足の感覚や、手で地面や木を触った

感触を感じられたことを子どもと共に気づけるよ

うに話をすると良いでしょう。 

 

 

 

 

 

 

●なりきりゲームの後、子ども達が園庭と自然の森の

違いに気づけるように話しをしましょう。 

【異年齢への対応】 

◆年少：葉っぱの玉入れの箱は、地面に置くほうが良いでしょう。（円は１ｍ５０㎝位） 

   ：なりきりゲームはむつかしいので、変身する動物を言って変身させて、自然物にふれるよう

にしましょう。 

◆年中： 

【園や家庭に帰ってから】 

◆園では遊具などに触れることや地面に落ちている物を拾うことで、動物に変身出来るようにしてみ

ましょう。また、触れた物や拾った物について考えさせると良いでしょう。 

 

 

 

準備物・ 

教材等 

・ロープ５本 ・虫あみ５本 ・箱５個 

 

＜なりきりゲーム＞の遊び方 

支援者の「きーたぞきたぞ」に続いて、子どもたちが

「なーにがきたの」を２回繰り返した後に支援者が

「イノシシ」「雨」「クマ」の中から一つを言って子ど

もたちになりきってもらいます。 なりきると子ども

たちが変身して見えなくなるゲームです。 

森―５４ 


